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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
共
々
ご
健
勝
の
う
ち
に
、
こ
の

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
昨
年
は
、
新
町
「
美
波
町
」
が
発
足
し
た
祈
念
の
年
で
あ
り

ま
し
た
。
新
し
い
町
の
町
長
と
し
て
就
任
し
て
八
ヶ
月
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
礎
を
築
く
元
年
と
し
て
、
旧
由
岐
・
旧
日
和

佐
か
ら
引
き
継
い
だ
事
務
事
業
は
勿
論
、
当
面
の
課
題
と
し
て

「
医
療
体
制
の
確
立
」「
自
治
組
織
の
充
実
強
化
」「
産
業
の
振

興
」「
交
流
人
口
の
拡
大
」「
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
」「
Ｉ
Ｔ
基

盤
の
整
備
」
の
六
つ
の
事
業
を
重
点
的
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
回
の
合
併
は
、
隣
接
し
て
い
る
町
と
町
と
の
合
併
と
は
い

え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
長
年
に
亘
り
独
自
の
文
化
・
伝
統
を
築
い
て

き
た
町
ど
お
し
の
合
併
で
あ
り
ま
す
の
で
、
行
政
の
進
め
方
・

行
政
と
町
民
と
の
関
わ
り
方
等
々
に
差
異
が
あ
り
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
は
戸
惑
い
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、
新
町
と

し
て
の
統
一
感
を
一
日
も
早
く
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
国
で
進
め
て
お
り
ま
す
三
位
一
体
改
革
を
は
じ
め
、

分
権
型
社
会
の
創
造
・
構
築
に
向
け
て
の
改
革
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
手
順
・

組
織
を
定
め
る
「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
案
」
が
昨
年
十
二
月

に
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
第
二
期
の
分

権
改
革
」
が
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

今
後
は
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
、
国
か
ら
地
方
へ

の
権
限
及
び
税
財
源
の
移
譲
、
国
と
地
方
の
二
重
行
政
の
解
消

に
よ
る
行
政
の
簡
素
化
な
ど
の
改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
過
疎
町
村
の
財
源
の
根
幹
で
あ
る
地
方
交
付
税
の
算

定
方
法
が
改
正
さ
れ
、
人
口
と
面
積
を
算
定
の
基
礎
と
し
た

「
新
型
交
付
税
」
が
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
導
入
後

の
交
付
税
額
に
つ
い
て
総
務
省
で
は
個
々
の
団
体
ご
と
に
試

算
、
検
証
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
は
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
と
の
試
算
が
で
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
今
春
に
は
高
規
格
「
日
和
佐

道
路
」
の
北
河
内
―

由
岐
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
（
六
・
二
キ

ロ
）
が
供
用
開
始
さ
れ
る
と
い
う
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
。

開
通
し
ま
す
と
旧
町
間
の
交
通
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
人
と
人
と
の
交
流
も
深
ま
り
絆
も
強
ま
る
も
の
と
期

待
い
た
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
特
色
を
活
か

し
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
郷

土
に
誇
り
と
強
い
愛
着
を
持
ち
、
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
魅

力
あ
る
町
を
住
民
と
行
政
が
協
働
し
て
一
つ
一
つ
着
実
に
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年

も
、
地
域
資
源
の
再
発
見
や
交
流
の
促
進
等
「
小
さ
く
と
も
光

る
町
」
に
し
た
い
、
と
の
強
い
思
い
で
、
町
政
を
運
営
い
た
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 

新年のごあいさつ

美 波 町 長  
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春 田 綾 花  

前 川 典 子  

松　井　真由香 

白 河 知 恵  

川 島 誠 悟  

岩 瀬 武 志  

山 口 　 誠  

角 丸 佳 世  

東　田　理紗子 

播　田　あいみ 

野 張 　 茜  

野 口 る 理  

谷 　 弥 生  

小 坂 拓 也  

福 島 　 茜  

豊 田 真 衣  

東 根 加 奈  

松 本 隆 一  

江 本 祥 豪  

島 　 武 尊  

古 田 勝 也  

篠 原 進 也  

弘 瀬 真 未  

大 城 結 佳  

岡 村 味 佳  

高 橋 麻 衣  

淺 田 恵 美  

小 出 直 樹  

村　上　亜由美 

東 浦 麻 世  

平 野 雅 英  

関 口 達 也  

藤 井 卓 郎  

大 西 孝 尚  

古 川 哲 也  

米 田 真 彦  

樫 谷 伸 男  

向　　　有紀子 

井 方 理 賀  

樫 原 明 宏  

平 馬 克 也  

勝 浦 仁 美  

野 張 敬 子  

竹 川 侑 希  

岡 根 未 波  

小 川 貴 大  

上 田 有 貴  

豊 田 裕 生  

菖 蒲 大 輔  

岡 本 　 歩  

小 溝 純 代  

村 口 晋 二  

湯　浅　美津帆 

間 瀬 翔 太  

原　野　安由美 

兼 市 加 奈  

清 水 宏 貴  

谷 本 椎 菜  

湯 浅 和 義  

森 岡 敬 介  

東 町  

東 町  

東 町  

東 町  

東 町  

東 町  

東 町  

戎 町  

戎 町  

中村町 

奥河町 

本 町  

西 町  

井ノ上 

桜 町  

桜 町  

桜 町  

桜 町  

桜 町  

桜 町  

桜 町  

桜 町  

桜 町  

弁才天 

弁才天 

寺 込  

寺 込  

寺 込  

外磯町 

外磯町 

外磯町 

外磯町 

外磯町 

外磯町 

奥 潟  

奥 潟  

奥 潟  

山河内 

山河内 

山河内 

山河内 

西河内 

西河内 

西河内 

西河内 

西河内 

西河内 

西河内 

西河内 

北河内 

北河内 

北河内 

大 戸  

大 戸  

赤 松  

赤 松  

赤 松  

他町村 

他町村 

他町村 

■美波町日和佐地区新成人該当者（順不同、敬称略）　　　　　　　　（女性32名　男性28名　合計60名） 

　１月３日（水）、平成19年美波町日和佐地区成人式がコミュニティホール
で行われました。式には、今年新成人を迎えた60名のうち51名が参加し
ました。藤井町長らより激励の言葉が贈られ、新成人からは藤井卓郎さん
が代表して力強く宣誓をしました。 

防災への意識を新たに℉美波町消防団出初式

1月5日（金）、美波町消防団（大黒良雄団長　318名）出初式が行われました。 

　ポンプ車3台と小型ポンプ車6台に分かれてのポンプ操法の披露や分列
行進、功労者に感謝状や表彰状が贈られました。最後に日和佐川下流で消
防団と小松島海上保安部の巡視艇「あしび」による放水演習が行われました。 

平成19年美波町消防団被表彰者（敬称略・順不同） 
・徳島県知事表彰 
　上村博敏（日和佐第五分団）・小原新一（日和佐第七分団）・若木克美（由岐第一分団） 
　岩井　修（由岐第一分団） ・濱名良弘（由岐第九分団） 

・徳島県消防協会功績章 
　西丸敏彦（日和佐第一分団）・坂本　登（日和佐第六分団）・山田　宏（由岐第三分団） 
　小畠　昇（由岐第五分団） 

・徳島県消防協会精績章 
　武田和幸（日和佐第一分団）・西丸健四郎、入江哲之（日和佐第二分団）・丸龍信夫（日和佐第三分団） 
　宮本　勝、北山朝彦（由岐第二分団） ・馬見清吾（由岐第六分団） 

・牟岐警察署長感謝状 
　日浦敏典（日和佐第五分団） 

・海部地方分会長表彰 
　岡本　隆（日和佐第六分団）・西本憲治、近藤一郎（由岐第一分団）・中田吉久（由岐第五分団） 
　 行泰宏、 行洋美（由岐第七分団） ・西丸浩二（日和佐第二分団）　十一喜文（日和佐第三分団）・棚田浩史（日和佐第八分団） 

・美波町長表彰 
　坂口友惠、富田智寿子、富田将広、濱名祐次（由岐第九分団）・大瀧和哉（由岐第一分団）・大石雅之（由岐第三分団） 
　矢倉健生、尾鼻俊春（由岐第七分団）・樋口淳一、島　敏和（日和佐第一分団）・西丸保史、枡井隆三（日和佐第二分団） 
　野口　博（日和佐第三分団）・菖蒲将之、西口光憲（日和佐第四分団） 

力強い宣誓をした藤井卓郎さん� 
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美
波
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文
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財

美
波
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文
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保
護
審
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保
護
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美
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美
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保
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保
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・
株
式
会
社
道
の
駅
日
和
佐
の
事
業
報
告
に

つ
い
て 

・
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設

立
に
つ
い
て 

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
議
会
の
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
人
権
擁
護
委
員
　
　
　
　
　
酒
井
　
勝
利 

    

　
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一

六
一
、
八
五
九
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
四
九
億
二
四
、
三
六
四
千
円
と
し
ま
し

た
。 

 

▽
歳
入
の
主
な
も
の 

・
地
方
交
付
税
　
　
　
　九
五
、九
八
九
千
円 

・
分
担
金
及
び
負
担
金
　
　一
、五
三
七
千
円 

・
国
庫
支
出
金
　
　
　
　
　
　
三
六
七
千
円 

・
県
支
出
金
　
　
　
　

一
九
、二
八
九
千
円 

・
諸
収
入
　
　
　
　
　
　

五
、五
一
七
千
円 

・
町
　
債
　
　
　
　
　

三
四
、四
〇
〇
千
円 

▽
歳
出
の
主
な
も
の 

・
総
務
費 

　
地
域
バ
ス
路
線
運
行
費
補
助
金
ほ
か 

四
一
、五
〇
一
千
円 

・
民
生
費 

　
幼
保
一
元
化
に
係
る
増
築
工
事
費 

四
七
、六
二
七
千
円 

・
衛
生
費 

　
医
療
対
策
援
助
金
ほ
か

四
、四
四
九
千
円 

・
農
林
水
産
業
費 

　
温
湯
消
毒
機
導
入
補
助
金
ほ
か 

一
〇
、八
七
七
千
円 

・
商
工
費 

　
公
衆
ト
イ
レ
修
繕
料
ほ
か
　
五
九
〇
千
円 

・
土
木
費 

　
崩
壊
対
策
工
事
請
負
費
ほ
か 

八
、五
三
二
千
円 

・
消
防
費 

　
津
波
避
難
タ
ワ
ー
調
査
委
託
料
ほ
か 

三
七
、八
九
八
千
円 

・
教
育
費 

　
自
動
ド
ア
の
修
繕
費
ほ
か 八

、九
二
四
千
円 

 
 

   

　
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
九

七
、
一
五
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
一
二
億
三
三
、一
五
六
千
円
と
し
ま
し
た
。 

    

　
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一

億
五
六
、
一
〇
二
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
を
一
三
億
九
一
、
九
九
〇
千
円
と
し
ま

し
た
。 

   

　
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
歳
出
予
算
項
目
の
組
み
替
え
を
行
い

ま
し
た
。 

    

　
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一

二
、
三
七
二
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
九
九
、七
五
六
千
円
と
し
ま
し
た
。 

    

　
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
歳
入
予
算
項
目
の
組
み
替
え
を
行
い

ま
し
た
。 

    

　
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
三

一
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
一
一

一
、
八
一
四
千
円
と
し
ま
し
た
。 

    

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
に
二
八

〇
千
円
を
追
加
し
、
予
定
額
の
総
額
を
九
〇
、

八
七
四
千
円
と
し
ま
し
た
。 

    

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
に
二
二

一
千
円
を
追
加
し
、
予
定
額
の
総
額
を
一
〇

億
七
九
、五
一
一
千
円
と
し
ま
し
た
。 

＊
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
＊ 

　
美
波
町
議
会
は
平
成
十
八
年
十
二
月
十

八
日
〜
二
十
二
日
の
五
日
間
に
第
三
回
定

例
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
審

議
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
平
成
十
八
年
度

の
一
般
・
特
別
・
事
業
会
計
の
補
正
予
算

な
ど
の
十
二
議
案
で
、
全
て
原
案
通
り
可

決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

美

波

町

議

美

波

町

議

会 
第

三

回

定

例

会

第

三

回

定

例

会 
美

波

町

議

会 
第

三

回

定

例

会 

氏
　
　
名 

坂

本

久

江 

井

上

和

彦 

谷

茂

一 

田

安

昭 

春

川

　

登 

張

間

義

久 

久

保

和

馬 

中

川

秀

治 

森

本

繁

春 

真

南

卓

哉 

酒

井

勝

利 

森

本

嘉

文 

備

考 

 

副
会
長 

       

会
　
長 

 

住

所 

奥
河
内 

奥
河
内 

赤
　
松 

西
河
内 

山
河
内 

西
河
内 

北
河
内 

伊
座
利 

志
和
岐 

西
の
地 

西
の
地 

木
　
岐 

由 岐 地 区  日 和 佐 地 区  

美
波
町
文
化
財 

保
護
審
議
会 

　
現
在
十
二
名
が
、
美
波
町
文
化
財
保
護
審

議
委
員
で
す
。
町
内
に
所
在
す
る
文
化
財
を

保
存
し
、
か
つ
、
そ
の
活
用
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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月　日 

※２月16日 

※２月19日 

※２月20日 

※２月21日 

※２月22日 

※２月23日 

２月26日 

２月27日 

２月28日 

３月１日 

３月２日 

３月５日 

受 付 時 間 

午前９時から午後５時まで 

午前９時から午後５時まで 

午前９時から午後５時まで 

午前９時から午後５時まで 

午前９時から午後５時まで 

午前９時から午後５時まで 

午前９時から午後７時まで 

午前９時から午後７時まで 

午前９時から午後７時まで 

午前９時から午後７時まで 

午前９時から午後７時まで 

午前９時から午後７時まで 

受 付 場 所 

大戸集会所 

北河内集会所 

基幹集落センター 

基幹集落センター 

山河内集会所 

西河内集会所 

役場本庁舎２階会議室 

役場本庁舎２階会議室 

役場本庁舎２階会議室 

役場本庁舎２階会議室 

役場本庁舎２階会議室 

役場本庁舎２階会議室 

地　　　　　区 

久望・馬路・大戸 

本村・登り・北分 

寺野・野田・遠野・影野・栗作・原尻・日浦 

赤松の上記以外の地区 

山河内全域 

西河内全域 

恵比須浜・田井 

東町・戎町 

中村町・奥河町 

弁才天・寺込・奥潟・外磯町 

井ノ上・天神町・桜町 

西町・本町・大久保団地 

曜日 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

月　日 

※２月19日 

※２月20日 

※２月21日 

※２月22日 

２月23日 

２月26日 

受 付 時 間 

午前10時から午後２時まで 

午前10時から午後３時まで 

午前９時30分から午後３時まで 

午前９時30分から午後３時まで 

午前９時から午後７時まで 

午前９時から午後７時まで 

受 付 場 所 

伊座利漁協２階 

阿部出張所（診療所） 

志和岐漁協２階 

木岐公民館１階 

由岐支所２階大会議室 

由岐支所２階大会議室 

地　　　　　区 

伊座利 

阿部 

志和岐 

木岐 

東由岐・西由岐 

西の地・港町・田井 

曜日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

今年も町・県民税の申告相談の時期がまいりました。 
　税金は、納税者の皆さんがそれぞれ自分の１年間の所得を計算して、それをもとにして納税をすること
になっています。申告相談の期間は上記のとおり２月16日から３月５日までとなっています。また、役場
本庁舎２階会議室・由岐支所２階大会議室での申告相談の受付時間については、午後７時まで時間を延長
して相談を受け付けますので、必ずこの期間内に平成18年中の所得の申告を行ってください。 
　なお、仕事の都合ややむを得ない事情等により上記期間中に申告ができない方は、遅くとも３月15日ま
でに必ず申告を行ってください。 
　この所得の申告は、平成19年度の町県民税や国民健康保険税及び各種制度（障害者、介護保険、重度医
療、社会保険の被扶養者等）の適用の算定基礎となる重要なものです。 
 
◆ 申告をしなければならない人 
　平成19年１月１日現在で、美波町内に在住し、平成18年１月１日から12月31日までの１年間に所得
のあった人。 
　このほか、国民健康保険に加入している世帯や各種制度（障害者、介護保険、重度医療、社会保険の
被扶養者等）の適用を受けている方については、所得のあるなしにかかわらず必ず申告をしてください。
申告ができていないと、国保税の軽減措置が受けられなかったり各種の証明書等の発行ができなくなり、
不利益をうける場合があります。（次ページに続く。） 

【日和佐地区】　　（※の日は、役場での申告相談の受付はできません。） 

町・県民税の“申告相談”は 
2月16日から3月5日までです 
◆ 各 地 区 で の 申 告 相 談 日 程 ◆ 

【由岐地区】　　（※の日は、支所での申告相談の受付はできません。） 
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税 率 

5％ 

10％ 

20％ 

23％ 

33％ 

40％ 

課 税 所 得 

～ 195万円 

195万円 ～ 330万円 

330万円 ～ 695万円 

695万円 ～ 900万円 

900万円 ～ 1,800万円 

1,800万円 ～

税 率 

 
10％ 

 

20％
 

30％ 

37％ 

課 税 所 得 

 
～ 330万円 

 

330万円 ～ 900万円 

900万円 ～ 1,800万円 

1,800万円 ～

◆ 申告をしなくてもよい人 
　平成18年中の所得が給与所得のみで、給与の支払者から町長に対して給与支払報告書（源泉徴収票）
が提出されている人や確定申告を行った人。 
　※所得税の確定申告書は自分で記入し、阿南税務署へ提出してください。 

 
◆ 申告に必要なもの（申告時に、持参してください） 
○印鑑 
○平成18年中の所得が計算できる関係書類 
　給与支払報告書（源泉徴収票）、公的年金等源泉徴収票、収支内訳書等 
　配偶者のパート、内職、年金等の収入が確認できる書類 
※　農業所得者の方については、平成13年分の所得から原則として収支計算により算定していますが、
平成18年分からは所得標準の目安が廃止され、完全な収支計算に移行します。このため、関係書類
の提示等がないと必要経費等の控除ができなくなります。昨年12月に配布いたしました「平成18
年中農業所得収支内訳書」に必要事項を記入し持参していただくか、収支計算ができる関係書類を
持参してください。 
　また、20万円以上の大農機具を購入された方は、領収書等の購入金額を証明する書類を持参して
ください。　 

○社会保険料（国民年金保険料）控除証明書、生命保険・個人年金・損害（火災）保険料等の控除証明
書、医療費等の領収書並びに証明書 
　※医療費の領収書は、個人毎の病院別に仕分けの上、合計金額を計算しておいてください。 

　 
【お問い合わせ】　 本庁税務保険課（☎77－3615）又は由岐支所総務室（☎78－2211） 

平成19年から税源移譲により 
所得税・住民税の税率が変わります！ 

　三位一体の改革による国（所得税）から地方（住民税）への税金の移し替え（税源移譲）により、平成19年度

からの個人住民税が大きく変わります。 

★ 課税所得 ＝ 所得金額（収入から必要経費等を引いた金額）－ 所得控除額（扶養控除などの合計）　 
この税源移譲によって、所得税と住民税を合わせた全体の税負担が変わることは基本的にはありません。 

ほとんどの方は、“ 所得税が平成19年1月から減り、住民税が平成19年6月から増える ”
ことになります。 

○所得税　　平成19年1月分から適用➡4段階の税率を、6段階に細分化 
【 改正前（移譲前）】 【 改正後（移譲後）】 

所

得

税

 

 

町民税 

3％ 

8％ 

10％ 

標 準 税 率 

県民税 

2％
 

 

3％ 

 

計 

5％ 

10％ 

13％ 

課 税 所 得
 

 

～200万円 

200万円～700万円 

700万円～

 

町民税 

 

6％ 

標 準 税 率 

県民税 

 

4％ 

 

 

計 

 

10％ 

課 税 所 得
 

 

 

一　　律 

○住民税　　平成19年6月（19年度分）から適用➡3段階の税率から、一律10％に 
【 改正前（移譲前）】 【 改正後（移譲後）】 

個

人

住

民

税
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◆税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ 

※所得税と住民税では人的控除額の差がある（例えば、基礎控除では所得税38万円、住民税33万円のため５
万円の差が生じる）ため、住民税から一定の額を控除する「調整控除」が設けられます。ただし、景気回復
のための定率減税措置が廃止されることや、皆さんの収入の増減など、別の要因によっても実際の負担税額
は変わりますのでご留意ください。 

　　たとえば 

　　①夫婦＋子供2人の場合（年額） 

　　※夫婦＋子供２人の場合、子供のうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。 

　　②独身者の場合（年額） 

 

所得税 

0 

119,000 

263,000

税源移譲前（単位：円） 

住民税 

9,000 

76,000 

196,000

 

合　計 

9,000 

195,000 

459,000

 

所得税 

0 

59,500 

165,500

税源移譲後（単位：円） 

住民税 

9,000 

135,500 

293,500

 

合　計 

9,000 

195,000 

459,000

給与収入
 

 

300万円 

500万円 

700万円 

負　担 

増減額 

0円 

0円 

0円 

　　※①②ともに一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 

　　★このほか、実際の負担増減額には、平成19年から定率減税が廃止される等の影響があります。 

 

所得税 

124,000 

258,000 

474,000

税源移譲前（単位：円） 

住民税 

64,500 

163,000 

307,000

 

合　計 

188,500 

421,000 

781,000

 

所得税 

62,000 

160,500 

376,500

税源移譲後（単位：円） 

住民税 

126,500 

260,500 

404,500

 

合　計 

188,500 

421,000 

781,000

給与収入
 

 

300万円 

500万円 

700万円 

負　担 

増減額 

0円 

0円 

0円 

◆税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ 

所得税などの確定申告は自分で書いてお早めに所得税などの確定申告は自分で書いてお早めに 
 
 
 
 
 

「確定申告書等作成コーナー」「確定申告書等作成コーナー」のご利用をのご利用を 
 

 

 

「確定申告書等作成コーナー」「確定申告書等作成コーナー」からからe-Taxe-Taxへ 
 
 
 

振替納税制度のご利用を振替納税制度のご利用を 
 
 
 
　新たに振替納税制度をご利用になる場合は、　新たに振替納税制度をご利用になる場合は、金融機関か税務署に金融機関か税務署に「預貯金口座振替依頼書」「預貯金口座振替依頼書」を提出してください。を提出してください。 
 
 

税務職員を装った不審な電話税務職員を装った不審な電話・「振り込め詐欺」「振り込め詐欺」にご注意くださいにご注意ください 
 
 
 
 
 

◆税務署からのお知らせ 

所得税などの確定申告は自分で書いてお早めに 
確定申告は正しく期限内に……所得税・贈与税の確定申告は、3月15日（木）が申告・納付の期限です。 
消費税及び地方消費税（個人事業者）の確定申告は、4月2日（月）が申告・納付の期限です。 
申告書はご自分で作成して、できるだけ郵送等で早めに提出してください。 
　なお、確定申告書の用紙や確定申告書の書き方の手引き等の関係書類は、役場本庁税務保険課及び由岐支所総務
室の窓口にも備え付けてあります（2月上旬以降）のでご利用ください。 

「確定申告書等作成コーナー」のご利用を 
自宅で、いつでも申告書が作成できます……国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に
従って収入金額などの必要項目を入力することにより、所得税や消費税等の申告書が簡単に作成できます。また、
その申告書をＡ4サイズの普通紙に出力し、郵送等で税務署に提出いただけます。 
　国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp 

「確定申告書等作成コーナー」からe-Taxへ 
申告も納税もバソコンで……「確定申告書等作成コーナー」で作成した電子申告用データを使って、自宅のパソコ
ンからインターネットを利用して申告・納税等をすることができます。 
　e-Taxホームページアドレス　http://www.e-tax.nta.go.jp 

振替納税制度のご利用を 
納税は、安全便利な振替で……個人事業者の所得税や消費税（地方消費税を含む）の納税は、安全便利な振替納税の
ご利用をお勧めします。この制度を利用すれば、金融機関の預貯金口座から振替によって納税することができるの
で、手数が少なくて済みます。また、うっかり納期限を忘れてしまうこともなく、大変便利です。 
　新たに振替納税制度をご利用になる場合は、金融機関か税務署に「預貯金口座振替依頼書」を提出してください。 
　なお、振替日は次のとおりとなっております。　・所　得　税………………平成19年4月20日（金） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・消費税及び地方消費税…平成19年4月26日（木） 

税務職員を装った不審な電話・「振り込め詐欺」にご注意ください 
国税庁・国税不服審判所・国税局・税務署や県の職員を装い、所得税や県民税を還付するという「不審な電話」によ
る詐欺が発生しています……税務署や県では、還付金の受取のためにＡＴＭの操作を求めることはありませんし、
納税のために金融機関の口座を指定して振り込みを求めることもありません。 
くれぐれも、ＡＴＭの操作をしないようにご注意ください。 
ご不審な点があるときは、所轄の税務署等にお問い合わせください。 

【お問い合わせ】　阿南税務署　☎0884－22－0414まで　（〒774-0030　阿南市富岡町滝の下4-4） 
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国民年金だより

成人式を迎えられた皆さん 
　おめでとうございます 

Ｑ 
A
国民年金の加入手続きは、どこで行えばいいの？

国民年金の加入手続きは、お住まいの市区町村役場の国民年金担当窓口でお手続きください。 
時間に余裕がなく、窓口で手続きができない場合は、郵送により手続きすることもできます。 

Ｑ 
A
毎月の保険料はいくら？

国民年金の保険料（定額）は、月額１３，８６０円です。なお、保険料をまとめて前払いすることに
より割引される前納制度もあります。また、定額保険料に加えて月額４００円の付加保険料を納付
されると、将来、老齢基礎年金に加えて付加年金が支給されます。 

※付加年金は「２００円×納付月数」で計算されます。例えば10年間納付（合計48,000円）された場合の付加年金
額は24,000円です。付加保険料を納付される場合は、必ず定額保険料を納付していただくことが必要です。 

Ｑ 
A
口座振替が便利でお得！

口座振替は金融機関等の窓口での現金納付に比べて便利でお得です。口座振替には、毎月の保険
料が翌月末に引落としされる翌月末振替と、毎月の保険料がその月の月末に引落としされる当月
末振替（早割）があります。早割は月額５０円が割引されます。 

口座振替で前納制度をご利用される場合は、現金での前納に比べてさらに割引額が高くなります。たとえば、１年
前納を口座振替で行った場合は、月々現金でお支払いされた場合の合計額と比較して3,490円の割引（現金での１
年前納は2,950円の割引）です。 

Ｑ 
A
毎月１３，８６０円は払えない　そんなときはどうすればいいの？

20歳になられ、所得が少なく保険料を納めることが困難な方については、若年者納付猶予制度や
学生納付特例制度などの保険料猶予制度を利用することができます。手続きはお住まいの市区町
村役場の国民年金担当窓口で行ってください。 

国民年金は、やがて訪れる長い老後や、生活の安定を損なうような“万が一”の事態に備え、保
険料を出し合い、お互いを支え合う制度です。
20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！ 

 

土
砂
災
害
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
の
は

あ
な
た
自
身
で
す
。
家
や
職
場
の
周
囲

は
安
全
で
す
か
？ 

　
危
険
な
場
所
を
点
検
し
、
防
災
情
報

を
収
集
す
る
な
ど
「
日
頃
の
備
え
」
を
万

全
に
し
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
「
早
め
の
避

難
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

　
住
民
の
一
人
ひ
と
り
、
土
砂
災
害
に

対
し
的
確
な
判
断
を
し
、
行
動
を
と
る

た
め
に
、
行
政
は
専
門
的
か
つ
技
術
的

な
事
項
に
つ
い
て
、
的
確
な
情
報
提
供

を
は
じ
め
と
す
る
手
助
け
を
行
い
ま
す
。 

　
こ
の
「
知
ら
せ
る
努
力
」
の
一
つ
が
、

土
砂
災
害
防
止
法
で
す
。 

　
土
砂
災
害
防
止
法
は
、
土
砂
災
害
か

ら
国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
土
砂
災

害
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
危

険
の
周
知
、
警
戒
避
難
態
勢
の
整
備
、

住
宅
等
の
新
規
立
地
の
抑
制
、
既
存
住

宅
の
移
転
促
進
等
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推

進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
県
や
市
町
村
で
は
、
基
礎
調
査
の
実
施
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
や
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を
連
携
し
な
が
ら
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
土
砂
災
害
防
止
法
の
詳
し
い

こ
と
は
、
国
土
交
通
省
河
川
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
lit.go.jp/river/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先 

徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
課 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
八
│

六
二
一
│

二
五
四
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
八
│

六
二
一
│

二
八
六
六 

E
-m
ail

　sab
ouka@

p
ref.tokushim

a.lg
.jp

土
砂
災
害
に
備
え
て
！

（
徳
島
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
） 

【お問い合わせ先】　住民福祉課（☎77－3613）・住民福祉室（☎78－2212） 



◆三世代交流ペタンク大会 

　青少年健全育成協議会では、スポーツ
を通して世代間交流を深めることを目的
として、毎年この時期にペタンク大会を
実施しています。今年もスポーツ少年団
のお別れ行事と合同で実施しますので、
参加を希望される方は下記まで参加人数
等をご連絡ください。どなたでも簡単に
取り組めるスポーツですので、多くの方
の参加をお待ちしています。 

日 時：平成19年2月24日（土）9：30～ 

場 所：由岐グラウンド（由岐支所前） 

【お問い合わせ・申込先】 
　　　美波町教育委員会分室 
　　　　　　　　　☎78－0007

◆平成18年度　フグ処理講習会 
○日 時：平成19年3月13日（火）　9：00～16：00 

○場 所：徳島保健所　☎088-652-5151 
　　 　　〒770-0855　徳島市新蔵町3丁目80 

○受講資格 
〔１〕調理師であって、現在フグの処理に従事しており、かつフ
グ処理業務の経験が2年以上ある者 

〔２〕県外において、フグ処理に関する免許等を取得している者 
〔３〕フグ処理講習会において、意見を付して修了証書を交付さ
れた者 

○受講申込先・期間 
　徳島県南部総合県民局美波庁舎 
　美波保健所　☎0884-74-7343 
　平成19年2月13日（火）～2月19日（月）※休日は除く 

詳しくは… 
　（社）徳島県調理師会　☎088-654-3752まで 
　お問い合わせください。 
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美波町人権教育協議会より 

　　～地域別人権懇話会を終えて～ 
　昨年10月 19日から12月７日にかけて、美波町内14会場で地域別人権懇話会を開催させていただきました
が、研修を通じて数多くのご意見をいただきありがとうございました。 
　そのときの美波町の人権課題についてのアンケートの結果と感想（一部）をご紹介させていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　感 想 

「差別をすることによって人間性を失っているのは自分だという言葉が胸に響きました。」 

「グループ毎の話し合いは大変よい意見がでて驚いた。今回のように多くの人々と討論することは非常に大事だと思う。」 

「知らないところで差別がおきている。『寝た子を起こすな』でなく学ぶことが大切」 

「いろいろ知らなかったことに多く気づき、とても勉強になった。」 

「世間に振り回されている自分がいるのがわかりました。」 

「人を大切にする生き方は自分も大切にされる。そう思う。」 

「毎年の繰り返しが大切なのでは。どんどん輪を拡げていくべきだと思う『継続は力なり』ぜひ、続けてください。」 

「いろいろな年代の人と話し合いをすると、自分の考えていた偏見が変わっていくような気がします。」 

「当たり前だと思っていた習慣や習わしについて改めて考えることができました。よいものは後世に伝え、悪いものは自

分たちの時代でなくなるように、こうした会を通じて大勢の人たちに認識してもらえたらいいなあと思いました。」 

「今回のようにより多くの方が参加するように心がけなければならない。ご近所の方を誘って参加すべきだと思った」 

　人権について考えるということは、自分がどのように生きていくかという問題です。心をひらいて人権問題
の解決や差別のない社会の実現に向けて努力を重ねていくことで、『自分に誇れる生き方』をしたいですね。 
　今後も美波町の人権啓発にご協力をよろしくお願いいたします。 



芸術と懐かしい情景があふれる木岐奥をめざして…芸術と懐かしい情景があふれる木岐奥をめざして… 芸術と懐かしい情景があふれる木岐奥をめざして…芸術と懐かしい情景があふれる木岐奥をめざして… 
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芸術と懐かしい情景があふれる木岐奥をめざして… 

～ 木岐奥次世代会議 ～ 

●木岐奥文化祭 
　昨年12月の半ば、木岐奥公民館では地域の人たちから出品しても
らったさまざまな作品の展示を行いました。 
　写真・書・工芸品・生け花・パッチワーク・絵手紙など、たくさん
の隠れた芸術家を発見した芸術の秋でした。 
 
●三世代交流お餅つき 
　12月24日には、クリスマス会に併せ子どもたちと恒例の年末イ
ベント“三世代交流お餅つき”を行いました。今回は、「布ぞうり」
作りにも挑戦。講師は、地域の経験豊富なお母さんたち。笑顔あふれ
る楽しい時間でした。 

　子どもたちと一緒に摘みとった
よもぎも使って、みんなで賑やか
に作りました。つきたてのお餅は、
最高に美味しかった !! 
　子どもたちも、おじさん・おばさんもおなかいっぱいになるまで、
いただきました。 
　ご協力下さった皆さま、本当にありがとうございました。 
　本年も魅力ある地域づくりを進めたいと思いますので宜しくご指
導をお願いいたします。 

餅つきで三世代交流を（青少年健全育成協議会） 
　餅つきを通して世代交流を図る目的で、毎年この大会を実施して

います。今年は、12月16日（土）に志和岐公民館で行われました。

志和岐地域の婦人部や町内会の役員さんを中心に70名余りの参加

者のもと、30㎏のお餅をつきあげました。地域の子どもの数が減

ってきているので、由小・保の児童や園児にも呼びかけたところ、

保護者と一緒にたくさんの子どもたちの参加があり、にぎやかに行

われました。慣れない手つきでお餅を丸めてあんこを入れたり、杵

に振り回されそうになりながらついている子を、やさしく教えてく

れる地域の大人たちの姿にほのぼのしたものを感じました。また、

つきたてのお餅は志和岐の75歳以上の方々に届けられました。 

年の瀬にちな
んだ

年の瀬にちな
んだ 

　行事も行わ
れました

　行事も行わ
れました !!

年の瀬にちな
んだ 

　行事も行わ
れました !!

�
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
さ
ん
か
ら
の 

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪ 

�
う
み
が
め
博
物
館
カ
レ
ッ
タ
で
は
垢
落
と
し 

　
一
年
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。 



優　勝 

準優勝 

第３位 

第３位 

井内　忠則 

下込　章ニ 

佐藤　　忠 

鈴江　義行 

小松島市 

徳 島 市  

徳 島 市  

徳 島 市  

A　級 

新春将棋大会結果表  

優　勝 

準優勝 

第３位 

第３位 

森　　一輝 

山下　春好 

由岐中博規 

高橋　武雄 

阿 南 市  

美 波 町  

美 波 町  

徳 島 市  

B　級 
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由
岐
中
学
校
本
校
・
阿
部
分
校
の

一
年
生
二
十
五
名
が
参
加
し
て
、
海

上
体
験
学
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
ま
だ
薄
暗
い
中
、
学
校

に
集
合
し
バ
ス
と
ワ
ゴ
ン
に
乗
り
分

か
れ
て
伊
座
利
に
向
け
出
発
。
大
敷

き
網
の
操
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
潮

が
速
く
て
網
が
揚
げ
ら
れ
な
い
か
も

と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
終
了
。

十
㎏
余
り
の
ブ
リ
や
大
き
な
鯛
が
入

っ
て
い
た
の
で
生
徒
た
ち
は
び
っ
く

り
し
た
り
、
沢
山
の
種
類
の
魚
を
手

際
よ
く
選
り
分
け
る
漁
師
さ
ん
た
ち

の
姿
に
、
仕
事
の
大
変
さ
を
感
じ
取

っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。 

　
ま
た
、
体
験
学
習
後
明
神
山
に
登

り
山
頂
に
て
三
百
六
十
度
の
大
パ
ノ

ラ
マ
の
絶
景
を
堪
能
し
、
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。
以
下
は
体
験
学
習
を
終

え
て
の
生
徒
の
感
想
で
す
。 

 

　
海
上
体
験
、
と
て
も
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。 

　
と
く
に
、
あ
の
大
き
な
ブ
リ
？
に

は
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
本
物

を
み
た
の
は
、
た
ぶ
ん
は
じ
め
て
な

の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

　
い
ざ
り
の
漁
師
さ
ん
た
ち
に
は
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
い
そ
が
し

い
な
か
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
朝
御
飯
を
作

っ
て
い
た
だ
い
た
人
た
ち
、
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
海
上
体
験
学
習
は
、
い
い
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
て
の
こ

と
ば
か
り
で
本
当
お
も
し
ろ
か
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
漁
師

の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
、
お
仕

事
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。 

由
岐
中
一
年
　
吉
岡
　
実
希 

 

　
海
上
体
験
で
魚
を
と
る
様
子
は
と

て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。 

　
朝
は
少
し
し
か
と
れ
な
か
っ
た
の

で
、
内
心
が
っ
か
り
し
た
の
で
す
が
、

二
度
目
の
と
き
に
た
く
さ
ん
の
大
き

な
魚
が
い
て
、
漁
師
さ
ん
た
ち
が
網

で
次
々
と
と
っ
て
い
く
と
き
は
予
想

以
上
に
タ
イ
や
タ
チ
ウ
オ
が
い
た
の

で
、
見
て
い
て
と
て
も
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。 

　
山
登
り
は
坂
が
き
つ
か
っ
た
け
れ

ど
、
頂
上
の
景
色
は
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。 

　
船
よ
い
は
少
し
し
ん
ど
か
っ
た
け

ど
、
ふ
だ
ん
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い

も
の
が
見
ら
れ
て
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。 

由
岐
中
一
年
　
和
田
　
紫
苑 

海

上

体

験

学

習

海

上

体

験

学

習

海

上

体

験

学

習

海

上

体

験

学

習

海

上

体

験

学

習

海

上

体

験

学

習

（
伊
座
利
大
敷
き
網
見
学
） 

新春恒例将棋大会を開催 盤上で熱戦を展開！

　１月７日（日）由岐公民館において、美波町由岐地区文化協会杯争奪新春将棋大会が開催されました。 
　今年で６回目となる大会は町内外から各地の将棋大会での優勝者を含め32名の愛好家が参加するレベル
の高い大会になりました。 
　大会はＡ級・Ｂ級の各リーグに分かれて行われ、どの対局も接戦ばかりで、会場内は終始緊迫した雰囲
気での対局が続きました。参加者らは、１日将棋を存分に満喫した休日となり、交流も深めることができ
有意義な大会になりました。 
　なお、由岐地区の将棋愛好会のメンバーで、Ｂ級に参
加した志和岐の山下春好さんが準優勝、東由岐地区の由
岐中博規さんが第３位に入賞しました。 

12
18



大会２連覇の東由岐Ａチーム 白熱のデッドヒート 

東由岐Ａチーム優勝 ! 
　昨年につづき2連覇 !!
東由岐Ａチーム優勝 ! 
　昨年につづき2連覇 !!
東由岐Ａチーム優勝 ! 
　昨年につづき2連覇 !!
東由岐Ａチーム優勝 ! 
　昨年につづき2連覇 !!

　第46回由岐駅伝競争大会は、１月２日盛況のうちに無事終了しました。 
　レース中、ご声援、ご協力くださいました町民の皆様や、大会運営にご支援いただき
ました関係役員の方々に厚く御礼申し上げます。 

由岐青年会・美波町体育協会由岐支部・美波町由岐公民館 
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第46回 
由岐駅伝競走 
大　会 

　新春の風物詩、恒例の由岐駅伝大会が、１月２日（火）に由岐青年会の主催で開催されました。 

　第46回大会の今年は、木岐漁協前から阿部宮内神社前までの６区間17.1㎞のコースで健脚を

競い合い、４地区６チームの参加のもと好レースが展開されました。 

　レースの結果は、東由岐Ａチームが昨年に引き続き２連覇しました。 

第46回　由岐駅伝競走大会成績表

◆ 新人賞　蒲生　千尋（木岐）、　榊　　滉太（西の地Ａ） 

◆ 特別賞　増田　修一（木岐）、　橋本　　成（西の地Ａ） 

◎は大会新記録、○数字は区間順位、下数字は通算順位、＝は区間新記録、　は区間賞、 
２区は女子・小学生男子指定区間、＿は小学生 

木岐漁協前～阿部宮内神社前（17.1km） 

1.01.10

1.02.15

1.05.19

1.07.17

1.09.09

1.13.57

時間　分　秒 

大
会
記
録 

1 

2 

3 

4 

5 

6

東由岐Ａ 

西の地Ａ 

あぶっ子 

木　　岐 

東由岐B 

西の地B 

 

別宮　啓太 

尾崎　　維 

海司　智幸 

増田　修一 

森下　翔生 

宮　香澄 

 

川西　永恵 

橋本　　成 

片矢　未来 

蒲生　千尋 

 北山　初貴 

山田　　栞 

橋本　陽平 

榊　　滉太 

海司　幸治 

新矢　佳久 

喜和田龍平 

山田　恭州 

 兵庫　誉明 

松岡　秀弥 

 角地　　翼 

新矢　知弘 

由岐中琢馬 

 浜　大吾郎 

多田　恭兵 

川尻　圭二 

片矢　健登 

蒲生　悠太 

平谷　剛司 

橋本　　航 

橋本　　隼 

水口　裕一 

角地　北斗 

知賀　健太 

多田　康一 

尾崎　　綾 

順

位 

チーム名 総合成績 
６区（3.4km） 
ブレーキテスト 

↓ 

阿部宮内神社前 

５区（3.8km） 
志和岐豚舎前 

↓ 

ブレーキテスト 

４区（3.5km) 
志和岐漁協前 

↓ 

志和岐豚舎前 

２区（1.6km） 
田井の浜西 

↓ 

西の地交差点 

３区（3.2km） 
西の地交差点 

↓ 

志和岐漁協前 

１区（1.6km） 
木岐漁協前 

↓ 

田井の浜西 

西の地A 59.26
（第４4回） 

川西　寿美 
（東由岐） 
5.53 

（第42回） 

森本　裕也 
（志和岐） 
10.18 

（第20回） 

橋本　　航 
（西の地） 
5.29 

（第42回） 

宮本　英明 
（志和岐） 
12.14 

（第28回） 

大谷　善哉 
（西由岐） 
10.59 

（第36回） 

大西　崇仁 
（西の地） 
10.17 

（第40回） 

②　 6．39 
３　12．30

④　 6．50 
２　12．22

⑥　 7．42 
６　13．58

①　 6．05 
１　11．35

③　 6．41 
４　12．58

⑤　 6．56 
５　13．27

②　12．03 
２　24．33

①　11．38 
１　24．00

④　13．53 
６　27．51

⑤　14．03 
３　25．38

③　13．10 
４　26．08

⑥　14．10 
５　27．37

①　13．28 ③　12．49 
１　26．17

②　10．20 
１　36．37

②　13．29 ④　13．06 
２　26．35

③　11．40 
３　38．15

③　14．56 ②　12．26 
４　27．22

①　10．06 
２　37．28

④　15．01 ①　12．19 
３　27．20

⑤　14．19 
４　41．39

⑥　16．27 ⑤　14．19 
５　30．46

④　12．15 
５　43．01

⑤　15．57 ⑥　16．00 
６　31．57

⑥　14．23 
６　46．20

③　 5．51

②　 5．32

④　 6．16

①　 5．30

⑤　 6．17

⑥　 6．31

御　礼 



ほ
っ 
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か
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じ
ゅ 
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て 

ひ
ざ
し 

れ
い 

め
い 

あ
ら
た 

つ 

の 

ひ

か

げ 

い

ち

ょ

う

 

“美波町ヘルスメイト” 
健康づくり大作戦 

“美波町ヘルスメイト” 
健康づくり大作戦 
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（ ） 

（ ） 

（ ） 

９:00～12:00 

９:00～12:00 

13:00～15:00 

９:00～12:00 

13:00～15:00 

13:00～15:00 

13:00～15:00 

９:00～12:00 

９:00～12:00 

13:00～15:00 

９:00～12:00 

13:00～15:00

2月 まちの相談カレンダー 

１日 
 

６日 

８日 

13日 
 

14日 

15日 
 

20日 

22日 

27日 

木 
 

火 

木 

火 
 

水

木 
 

火 

木 

火 

日和佐老人福祉センター 

日和佐老人福祉センター 

地域交流支援センター 

日和佐老人福祉センター 

地域交流支援センター 

由岐老人福祉センター 

由岐老人福祉センター 

日和佐老人福祉センター 

日和佐老人福祉センター 

地域交流支援センター 

日和佐老人福祉センター 

地域交流支援センター 

心配ごと相談 

行 政 相 談  

心配ごと相談 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

人 権 相 談  

行 政 相 談  

心配ごと相談 

人 権 相 談  

心配ごと相談 

心配ごと相談 

心配ごと相談 

“美波町ヘルスメイト” 
健康づくり大作戦 

　「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに
自分達が学習してきたことを、身近な人に伝えてい
くというボランティア活動をしているヘルスメイト。
今回は由岐少年野球部の子ども達とその保護者の
方を対象に食育を展開。ヘルスメイトさん達は野菜
入りの蒸しパンを作り、試食をしてもらいながら、
おやつの話、朝食の話、ジュースに含まれる砂糖の
話等を聞いてもらいました。いろんな食べ物の中か
ら、体のことも考えながらおやつを選んで食べても
らえたらというヘルス
メイトさん達の熱い呼
びかけで、少しでも子
ども達や若い世代の保
護者の人たちに健康へ
の関心をもってもらえ
たらと思っています。 

町

民

文

芸

町

民

文

芸

 

町

民

文

芸

 

　
　
由

岐

句

会 

北
海
の
数
の
子
噛
ん
で
傘
寿
か
な
　
　
　
　
寺
口
　
春
魚 

口
ず
さ
む
青
葉
の
笛
や
母
夜
な
べ
　
　
　
　
住
谷
　
喜
舟 

底
た
た
く
灯
油
の
残
り
余
寒
か
な
　
　
　
　
米
山
　
玉
子 

電
線
に
来
て
揃
い
け
り
初
雀
　
　
　
　
　
　
泉
　
　
　
清 

黒
潮
の
帯
く
っ
き
り
と
日
脚
伸
ぶ
　
　
　
　
由
岐
　
亮
子 

大
漁
旗
海
士
安
ら
い
で
寝
正
月
　
　
　
　
　
松
内
　
き
ぬ 

冬
木
の
芽
明
日
へ
の
力
も
ら
い
け
り
　
　
　
戎
谷
　
久
代 

寒
紅
の
残
り
し
ま
ま
の
厨
ご
と
　
　
　
　
　
下
町
　
　
昭 

昔
日
の
餅
搗
く
音
や
な
つ
か
し
き
　
　
　
　
戎
谷
　
利
公 

児
の
声
が
路
地
に
ひ
び
き
て
三
ヶ
日
　
　
　
森
　
　
浄
子 

手
庇
の
大
円
上
や
冬
の
航
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
秀
司 

酒
好
は
歩
い
て
来
い
と
初
電
話
　
　
　
　
　
三
谷
　
静
枝 

百
寿
越
す
母
守
る
友
へ
賀
状
書
く
　
　
　
　
海
部
夫
志
子 

潮
凪
の
江
に
黎
明
の
鐘
冴
ゆ
る
　
　
　
　
　
青
山
　
文
夫 

ち
ょ
っ
と
し
た
事
嬉
し
く
て
初
日
記
　
　
　
中
崎
小
夜
子 

犬
小
舎
の
中
ま
で
届
き
初
明
り
　
　
　
　
　
浜
名
　
文
子 

つ
が
い
鳥
遊
ぶ
入
江
や
年
新
　
　
　
　
　
　
森
　
　
延
子 

放
た
れ
し
犬
ひ
た
駆
く
る
冬
の
浜
　
　
　
　
志
尾
多
磨
子 

昨
夜
の
雪
雑
木
に
花
を
咲
か
せ
け
り
　
　
　
青
山
　
幸
子 

初
雪
の
目
覚
め
に
う
つ
る
山
真
白
　
　
　
　
谷
　
　
嘉
市 

鉢
い
だ
き
金
の
成
る
木
の
冬
囲
い
　
　
　
　
坂
井
　
舟
人 

漁
は
じ
め
勇
み
て
手
繰
る
定
置
網
　
　
　
　
湊
　
と
お
る 

息
災
を
拾
わ
れ
ば
こ
そ
初
詣
　
　
　
　
　
　
岡
本
夫
佐
子 

冬
入
日
我
が
影
捨
て
て
山
お
り
る
　
　
　
　
森
本
富
美
子 

 

　
　
日

和

佐

句

会 

初
日
の
出
わ
が
揺
籃
の
海
染
め
て
　
　
　
　
寺
島
　
水
穂 

赤
子
居
て
皆
よ
く
笑
う
お
正
月
　
　
　
　
　
田
川
　
幸
枝 

繭
色
の
紙
に
真
向
い
筆
始
　
　
　
　
　
　
　
本
庄
　
潮
乃 

太
鼓
一
打
杜
つ
つ
抜
け
て
年
新
た
　
　
　
　
中
川
　
美
鈴 

伊
勢
海
老
の
触
角
う
ご
き
い
る
活
け
作
り
　
白
河
　
輝
女 

陽
の
照
り
て
振
袖
ま
ぶ
し
初
詣
　
　
　
　
　
遠
野
　
歌
菜 

恒
例
の
川
柳
一
行
年
始
状
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
真
砂 

 

　
　
投

稿

（
俳

句
）

 

山
茶
花
の
憎
し
可
愛
し
か
な
わ
ぬ
花
よ
　
　
小
林
　
申
治 

年
の
暮
れ
俳
句
に
賞
を
も
ら
い
け
り
　
　
　
名
田
　
祥
人 

　
　
日

和

佐

短

歌

会 

咲
き
揃
う
山
茶
花
既
に
散
り
そ
む
を
お
し
む
花
の
命
の
み
じ
か
か
ら
せ
ば
　
谷
崎
　
吉
加 

老
い
る
ほ
ど
素
直
に
生
き
ん
と
何
事
も
良
き
に
よ
き
に
と
心
静
め
る
　
　
　
鈴
木
テ
ル
ヱ 

若
き
日
に
共
に
学
び
し
古
都
の
友
電
話
の
声
に
知
る
時
の
流
れ
を
　
　
　
　
豊
崎
マ
ツ
ヱ 

動
物
の
声
色
混
じ
え
ユ
ー
モ
ア
な
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん
の
話
術
に
ひ
か
さ
る
　
福
井
　
郁
子 

家
な
べ
に
軒
に
干
さ
れ
し
大
根
を
日
光
に
さ
ら
し
峡
の
年
の
瀬
　
　
　
　
　
栗
林
　
和
子 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
あ
ゆ
む
川
辺
に
鴨
た
ち
の
三
三
五
五
の
家
族
づ
れ
嬉
し
　
　
中
野
　
瑛
子 

薄
日
射
す
杉
の
木
立
の
そ
の
中
に
真
赤
に
実
を
つ
け
千
両
繁
る
　
　
　
　
　
小
延
　
恭
弘 

結
界
の
外
に
も
落
葉
の
こ
ぼ
れ
つ
つ
な
お
金
色
に
大
公
孫
樹
立
つ
　
　
　
　
本
庄
た
え
子 

 

　
　
投

稿

（
短

歌
）

 

め
い
め
い
に
気
が
か
り
一
つ
あ
る
も
よ
し
七
草
粥
の
湯
気
に
座
れ
ば
　
　
　
下
町
　
　
昭 

町民文芸のコーナーに掲載を希望され 

る場合は、総務課（☎77－3611）まで 

連絡をお願いします。 



ちょうそっこう 

表：インスリン注射の種類 

 

①超速効型※ 

②速効型（R） 

③中間型（N） 

④持続型※ 

※は、インスリンアナログ製剤。実際には、①と③や、②と 
③をあらかじめ混合したインスリンが用いられる。 

 

効きめが最大 

30－60分 

2－3時間 

6時間 

ピークなし 

 

効きめが低下 

速い 

遅い 

もっと遅い 

24時間 

 

注射の時期 

食事中、直前 

食事の30分前 

就寝前など 

就寝前 

そっこう 

ぞく じ 
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由岐病院だより 

由岐病院内科　本　田　壮　一 

お元気ですか⑮　 

イ ン ス リ ン 注 射  

【著者略歴】 

本田壮一（ほんだ そういち） 

由岐病院院長・阿部診療所所長（兼任） 

昭和 33 年 7 月、美波町田井の生まれ。富岡西高、

徳島大学医学部卒業。徳島大学病院内科、関連病院

勤務後、平成17年4月より、現職。 

　糖尿病の治療について、解説します。2型糖尿

病では、食事・運動療法を基本に、薬やインスリ

ン注射を組み合わせます。 

　インスリン治療は、不足しているインスリンを

注射によって、体の外から補うものです。インス

リンを皮下注射し、皮下組織から血液中にインス

リンが吸収されると、すい臓の機能に関係なく、

血糖は必ず下がっていきます。このため、他の治

療法では血糖コントロールがうまくいかないときに、

大きな効果があります。特に、経口薬（飲み薬）

が効かなくなったときは、一度インスリン治療に

切り替え、すい臓を休ませると、再び経口薬での

治療に戻れることも少なくありません。 

　ただし、インスリン注射を行えば、他の治療法

は不要というわけではありません。特に、食事療

法は食べ物の分量やバランスを適正に保って血糖

の乱れを少なくし、運動療法は体の細胞でのイン

スリンの効きをよくします。 

　近年、追加分泌・基礎分泌を補う2種類のイン

スリンアナログ製剤（遺伝子組み換え技術で、ア

ミノ酸配列を変えたインスリン）が開発されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○超速効型インスリン 

　追加分泌を補うのに、従来は速効型インスリ

ンが用いられていましたが、それよりも効果の

発現が早く、作用時間の短いインスリンです。

超速効型は注射後すぐに作用し始めるので、速

効型のように食事の30分前に注射するのでは

なく、食事の直前に注射します。このため仕事

などの都合で、食事時間が不規則になってしま

う方や、注射後30分が待てない方に便利です。

また、作用時間が短いので、次の食事までの間

の低血糖発作が少なくなります。低血糖対策の

ための余分なカロリー摂取を減らせることもあり、

血糖値や体重のコントロールの維持が容易にな

りました。 

 

○持続型インスリン 

　基礎分泌を補う目的の、従来の持続型インス

リンは、注射後に作用し始めてから消失するまで、

なだらかなカーブを描き、効果が山なりになっ

ていました。このため作用が一番強くなる時間

帯に低血糖が起こりやすくなる心配がありました。

開発された新しいタイプの持続型インスリンは、

ほぼ24時間安定した効果を発揮し、低血糖の

心配が少なくなりました。 

　2型糖尿病に対し、1日1回寝る前に、「持続型」

を注射して1日の血中インスリン濃度を底あげし、

食後の高血糖には短時間作用型の飲み薬で対応

するという治療が、検討されています。 

 

ご意見・ご感想を歓迎します。 

〈由岐病院 FAX：0884(78)0533〉 



日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

・おんちゃんは車イス司書 
 
・かいけつゾロリまもるぜ！きょうりゅうのたまご 
 
・ねこのパンやさん 
・赤い手袋の奇跡 
・心をそだてるはじめての日本の歴史101 
・心をそだてるはじめての伝記101人 
・シャーロットのおくりもの 
・プラハ日記 
・おたんじょうびのひ 

 
河原正実　原案　梅田俊作・作・絵 

 
原 ゆ た か  

ポージー・シモンズ 
カレン・キング 
講 談 社  
講 談 社  
Ｅ・Ｂ・ホワイト 

ハヴァ・プレスブルゲル 
中川ひろたか 

≪児童本≫ 
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３月の予定 

■図書館カレンダー 

■新着本 
・二十一世紀に生きる君たちへ 
・散るぞ悲しき 
・天下御免（１・２巻）  
・ひらがな暦 
・一瞬の風になれ（１・２・３巻） 
・道連れ彦輔 
・風は山河より 
・終らない旅 
・ローマ世界の終焉 
・腐蝕生保 
・問題な人 
・みぃつけた 
・「サラ川」傑作選すごろく 
・「無言館」にいらっしゃい 
・ミーナの行進 
・マリコはたいへん！ 
・終末のフール 

司馬遼太郎  
梯　久美子  
早 坂 　 暁  
おーなり由子 
佐藤多佳子  
逢 坂 　 剛  
宮城谷昌光  
小 田 　 実  
塩 野 七 生  
高 杉 　 良  
渋 谷 昌 三  
畠 中 　 恵  
 
窪 島誠一郎  
小 川 洋 子  
松 久 　 淳  
伊坂幸太郎  

等など 

美波町日和佐図書・資料館　☎0884－77－2733

※このほかにも、実用書、趣味の本、児童書
や絵本などたくさんの本が入っています。
あなたの読みたい本が図書館になければ、
予約やリクエストができます。どんどん申
し出てください。お待ちしております。 

●休館日 

1 2 3

54 6 7 8 9 10

1211 13 14 15 16 17

1918 20 21 22

2625 27 28 29 30 31

図
書
館
だ
よ
り □２月10・24日はおはなし会です。午前10時30分～ 

『 開館日・時間 』　　☆ 火曜日～金曜日…午前10時から午後６時まで 
　　　　　　　　　☆ 土曜日・日曜日…午前10時から午後５時まで 

『休館日』 ★毎週月曜日（祝日に当たるときは翌日も）★祝日と年末年始 

No.010 No.010 
2007年１月号 

23 24

1 2 3

54 6 7 8 9 10

1211 13 14 15 16 17

1918 20 21 22

2625 27 28

23 24

２月の予定 ●休館日 

No.010 
2006年１月号 

 
「GO!GO!くっつき隊」応援事業に図書館も参加しています。 

親子で本を読んでシールをもらっちゃお！ 

押し花・トールペイント展 
2月20日（火）～2月27日（水） 
阿部久子さんとなかまたち 

がんばれ子育て
!!



広
報
　
み
な
み 

 

第
10
号 

平
成
19
年
１
月
25
日
発
行 

人口と世帯 

人　口 

男 

女 

世帯数 

8,764人 

4,092人 

4,672人 

3,627世帯

（平成18年12月31日現在） 
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今月の納税 

納付期限　平成19年１月31日（水） 

●国民健康保険税　  

婚
　
姻 

(

人
口
動
態 

奨
　
茉 

隆
　
三 

裕
　
子 )

枡
　
井 

し
ょ
う 

 

ま 

出
　
生 

(

近
　
藤
　
恭
　
弘
（
藍
住
町
） 

坂
　
本
　
恭
　
子
（
西
河
内
） 

長
　
井
　
大
　
輔
（
桜
　
町
） 

松
　
本
　
良
　
枝
（
阿
南
市
） 

(

大
　
城
　
康
　
輔
（
寺
　
込
） 

沖
　
野
　
　
　
早
（
徳
島
市
） 

三
　
宅
　
圭
　
治
（
恵
比
須
浜
） 

榊
　
原
　
理
　
恵
（
海
陽
町
） 

(

死
　
亡 

津
　
田
　
忠
　
雄
　
89
（
桜
　
町
） 

篠
　
原
　
良
　
子
　
69
（
桜
　
町
） 

濱
　
名
　
義
　
彦
　
88
（
阿
　
部
） 

小
　
畠
　
ト
ク
ヱ
　
89
（
田
　
井
） 

美
　
咲 

茂
　
樹 

美
　
和 )

井
　
岡 

み 
 

さ
き 

友
　
渚 

徹
　
也 

真
由
美 )

吉
　
兼 

ゆ
う 

 

な 

社
協
だ
よ
り 

▼
預
　
託 

　
金
一
封
　
津
田
　
　
武
様（
桜
　
町
） 

御
尊
父
忠
雄
様
の
供
養
と
し
て 

▼
指
定
預
託 

　
金
一
封
　
勝
浦
　
敏
之
様（
西
河
内
） 

御
祖
母
コ
ン
メ
様
の
供
養
と
し
て
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ヒ
ワ
サ
荘
へ 

光のおもてなし光のおもてなし 
　年末年始、町内の方や初詣客に喜んでいただこうと「光の
おもてなし」を行いました。 
　クリスマス期間中は、日和佐商工会青年部が厄除橋にイル
ミネーションを設置し、通る人に楽しんでいただきました。 

　城山では、新年を迎えると同時に賀正
文字がライトアップされ、花火が打ち上
がると、薬王寺の初詣客からも大きな歓
声が上がりました。また初日の出を見よ
うと大浜海岸に訪れた方には、楽市楽座
による「迎春汁」の接待や日和佐太鼓創
作会による初日の出ライブ、漁船の海上
パレードが行われました。 

光のおもてなし 

マナーを守って

住みよい環境

マナーを守って

住みよい環境

・やめよう！犬の放し飼い 
・散歩中のフンは飼い主が
後始末を！ 

■
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総
務
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■
印
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森
本
印
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